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皆
さ
ん
は
躯

か
ら
だ

の
ど
こ
で
本
を

読
ん
で
い
ま
す
か
。
も
ち
ろ
ん

「
眼
」
で
と
い
う
方
が
多
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
視
覚
に
障
害
の

あ
る
人
は
耳
や
触
覚
を
使
っ
て
読

ん
で
い
ま
す
。
眼
は
読
書
の
入
口

で
は
あ
っ
て
も
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
頭
で
読
ん
で
知
識
と
す

る
か
、
胸
で
受
止
め
て
感
情
を
参

加
さ
せ
る
か
、
は
た
ま
た
全
身
で

積
極
的
に
取
組
み
勇
気
や
生
命
力

に
変
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
す

べ
て
は
貴
方
の
姿
勢
に
か
か
わ
っ

て
い
る
の
で
す
。 

日
常
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
な
ど

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
言
葉
が
簡
単

に
現
れ
読
め
た
り
使
っ
た
り
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
分
、
言
葉
の
理
解
が
浅
く
な
り

言
葉
を
使
う
能
力
が
低
下
し
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

読
書
は
畑
を
鍬く

わ

で
耕
す
の
に
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
浅
く
も
耕

せ
る
し
深
く
も
耕
せ
ま
す
。
深
く

耕
せ
ば
た
く
さ
ん
の
水
や
酸
素
を

取
り
込
み
豊
か
な
土
に
変
え
て
い

け
ま
す
が
、
力
を
惜
し
ん
で
表
面

だ
け
を
撫
で
て
い
る
と
カ
チ
カ
チ

の
痩
せ
た
土
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
深
く
読
む
の
も
浅
く

読
む
の
も
日
頃
の
習
慣
が
大
い
に

関
係
し
て
い
ま
す
。 

数
学
者
の
岡お

か

潔
き
よ
し

と
い
う
先
生

は
良
寛
さ
ん
の
「
天
上
大
風
」
と

い
う
書
を
見
て
「
ド
カ
ン
と
来
た
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
良
寛
さ
ん
が

命
懸
け
で
書
い
た
字
を
自
分
も
命

懸
け
で
見
た
か
ら
だ
、
と
い
う
の

で
す
。
読
書
に
も
同
じ
こ
と
が
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

人
間
や
や
も
す
れ
ば
楽
な
道
を

選
び
が
ち
で
す
が
、
時
に
は
目
一

杯
の
努
力
に
よ
っ
て
己
の
限
界
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
成
長
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

慣
れ
れ
ば
努
力
も
楽
し
み
に
代

わ
り
悦

よ
ろ
こ

ひ
に
も
な
っ
て
い
き
ま

す
。
図
書
館
な
ど
を
利
用
す
る
こ

と
で
読
書
の
習
慣
を
己
の
も
の
と

し
豊
か
な
人
生
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

暫
し
ば
ら

く
休
ん
で
い
た
『
い
ず
み
』

が
復
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
図
書
館
を
よ

り
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用
し
て

戴
き
た
い
も
の
で
す
。 
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所
沢
図
書
館
の
歴
史
は
、
明
治
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。 

 

明
治
四
十
二
年
九
月
、
埼
玉
県
は
、

青
年
の
修
養
の
た
め
、
良
書
の
普
及
を

企
画
し
て
「
埼
玉
県
通
俗
巡
回
文
庫
」

規
程
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

県
内
を
六
地
区
に
分
け
、
各
地
区
の
小

学
校
に
文
庫
閲
覧
所
を
設
け
て
巡
回
す

る
計
画
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

当
時
、
こ
の
巡
回
文
庫
が
ど
の
程
度

の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
が
、

所
沢
に
閲
覧
所
が
で
き
た
記
録
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
中
、
明
治

四
十
三
年
七
月
一
日
、
所
沢
尋
常
高
等

小
学
校
（
現
・
所
沢
小
学
校
）
に
文
部

省
視
学
官
が
視
察
講
演
に
訪
れ
ま
す
。 

 

小
学
校
に
図
書
室
が
な
い
の
が
あ
た

り
ま
え
の
時
代
に
、
同
校
で
は
学
校
長

の
裁
量
で
図
書
が
あ
る
程
度
準
備
さ
れ
、

条
件
整
備
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、
視
察
団
に
、 

     「
本
校
に
是
非
一
之
図
書
館
を
設
け
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
旨
」
を
説
諭
さ
れ
ま
し

た
。 こ

れ
を
受
け
て
当
時
の
所
沢
町
学
務

委
員
は
、
七
月
七
日
、
図
書
館
設
置
に

つ
い
て
協
議
の
た
め
、
町
内
世
話
人
の

参
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
七
月
九
日
に
は
四
三
三
円

の
図
書
館
設
置
の
た
め
の
寄
付
を
集
め

ま
し
た
。 

七
月
十
九
日
に
は
、
図
書
館
用
書
籍

購
入
の
た
め
上
京
し
、
約
三
〇
〇
円
相

当
、
約
七
〇
〇
冊
の
書
籍
を
購
入
し
て

い
ま
す
。 

 

後
に
作
成
し
た
図
書
館
規
則
に
、

「
本
館
ハ
、
道
徳
教
育
及
実
業
教
育
ニ

関
ス
ル
図
書
ヲ
蒐
集
シ
、」
と
あ
る
よ
う

に
、
修
身
の
本
や
、
歴
史
、
農
工
商
の

本
が
多
く
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

所
沢
町
は
八
月
一
日
に
所
沢
町
立
図

書
館
設
置
認
可
を
申
請
し
、
八
月
四
日

に
開
館
を
し
ま
し
た
。 

場
所
は
、
所
沢
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
・
所
沢
小
学
校
）
に
仮
設
し
、
や

が
て
「
相
当
ノ
家
屋
ヲ
建
設
ス
」
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
正
五
年
の
御

大
典
記
念
館
の
建
設
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

               

当
時
の
図
書
館
規
則
を
み
る
と
、
館

長
一
名
、
司
書
一
名
、
書
記
一
名
で
運

営
さ
れ
、
初
代
の
館
長
は
、
所
沢
尋
常

高
等
小
学
校
校
長
が
兼
任
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
図
書
館
の
維
持
は
町
予
算
よ

り
支
弁
す
る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
四
十
三
年
度
の
経
費
は
、
す
べ
て

町
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た

よ
う
で
す
。 

購
入
品
に
は
、
麻
裏
草
履
二
〇
足
分

も
あ
り
、
閲
覧
用
ス
リ
ッ
パ
と
し
て
用

い
ら
れ
、
図
書
閲
覧
室
は
二
十
名
程
度

の
規
模
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。（
斎
藤
武
司
家
文
書
参
照
） 

 

開
館
前
か
ら
、
学
務
委
員
ら
が
帝
国

図
書
館
や
日
比
谷
図
書
館
に
視
察
に
行

っ
た
記
録
も
あ
り
、
開
館
当
時
、
所
沢

町
立
図
書
館
は
、
県
内
の
公
立
図
書
館

と
し
て
は
、
図
書
数
、
設
備
と
も
相
当

に
充
実
し
た
図
書
館
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 

（
開
館
当
時
の
図
書
館
規
則
は
、
『
所

沢
市
史
近
代
資
料Ⅱ

』
一
二
〇
頁
参
照
） 

（
明
治
四
十
五
年
の
所
沢
町
立
図
書
館

図
書
目
録
は
『
所
沢
市
史
近
代
資
料Ⅱ

』

二
九
頁
参
照
）） 

 

大
正
五
年
一
月
二
十
一
日
、
御
大
典

記
念
館
が
、
現
在
の
所
沢
小
学
校
内
に

落
成
し
ま
す
。
瓦
葺
二
階
建
て
七
十
坪

の
広
さ
で
、
二
階
は
御
真
影
奉
安
所
と

町
立
実
科
高
等
女
学
校
の
教
室
が
あ
り
、

こ
の
建
物
の
一
階
部
分
に
町
立
図
書
館

が
移
転
し
ま
す
。 

 

同
じ
頃
、
大
正
四
年
に
発
布
さ
れ
た

訓
令
に
よ
り
、
政
府
は
青
年
団
の
結
成

を
推
進
し
ま
す
。
翌
年
に
は
、
埼
玉
県

で
も
「
青
年
団
体
準
則
ニ
関
ス
ル
通
牒
」 

＜明治43年 8月 4日集計図書目録＞ 

修身の部  102 冊  教育の部   12冊 

地理の部   16 冊  歴史の部   70冊 

言行録の部  48冊  国語漢文の部 87冊 

衛生の部    8 冊  農工商の部  91冊 

小説の部   39 冊  文学の部    5冊 

理科の部   14 冊  法制経済の部 12冊 

兵事の部    8 冊  家事の部   33冊 

雑書の部   16 冊   辞典の部    4冊 

お伽噺の部 108 冊 

（所沢市史下巻より） 

所
沢
図
書
館
の
あ
ゆ
み 

 
 

黎
明
期
～
有
志
に
よ
る
図
書
館
運
営
～ 
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が
出
さ
れ
、
こ
の
結
果
、
大
正
六
年
、

所
沢
青
年
団
が
設
立
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
頃
か
ら
、
近
隣
各
地
の
青
年
団

の
活
動
も
活
発
に
な
り
、
大
正
六
年
に

富
岡
村
青
年
団
文
庫
、
大
正
九
年
に
は

吾
妻
村
青
年
団
簡
易
図
書
館
、
大
正
十

一
年
に
は
三
ヶ
島
村
簡
易
図
書
館
、
大

正
十
二
年
に
は
松
井
村
簡
易
図
書
館
が
、

各
小
学
校
内
等
に
開
館
し
ま
す
。 

（
富
岡
村
、
吾
妻
村
、
松
井
村
は
昭

和
十
八
年
に
所
沢
町
に
合
併
、
三
ヶ
島

村
は
昭
和
三
十
年
に
合
併
し
ま
し
た
。） 

 

昭
和
七
年
三
月
に
は
、
御
大
典
記
念

館
が
現
・
所
沢
小
学
校
正
門
前
（
寿
町
）

に
移
築
さ
れ
、
実
科
高
等
女
学
校
も
同

じ
場
所
に
移
り
ま
す
。 

こ
の
時
の
町
立
図
書
館
の
移
転
場
所

な
ど
を
記
し
た
資
料
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
所
沢
市
事
務
報

告
書
と
し
て
統
計
資
料
は
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
町
立
図
書
館
は
存
続
し
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 

昭
和
十
二
年
発
行
の
所
沢
町
勢
要
覧

に
よ
る
と
、
昭
和
十
一
年
度
の
人
口
が

一
一
、
八
〇
一
人
の
所
沢
町
で
、
図
書

館
の
蔵
書
冊
数
一
、
四
〇
二
冊
、
年
間

開
館
日
数
二
六
三
日
、
年
間
閲
覧
人
員

二
、
一
五
二
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

             
戦
争
中
は
、
資
料
が
見
当
た
ら
ず
、

町
立
図
書
館
の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 

戦
後
に
な
る
と
、
青
年
団
の
活
動
も

再
び
、
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

昭
和
二
十
二
年
の
御
幸
町
支
部
青
年

団
報
に
は
、
青
年
団
図
書
室
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り
、
レ
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
行
事
の
開
催
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
頃
か
ら
、
図
書
館
を
作
ろ
う
と

青
年
団
で
計
画
、
町
内
支
部
毎
に
リ
ヤ

カ
ー
を
引
い
て
戸
別
訪
問
し
、
寄
贈
図

書
約
五
百
冊
、
寄
付
金
三
万
円
弱
を
集

め
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
旧
商
業
学

校
（
後
の
埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校
定

時
制
）
講
堂
二
階
を
借
り
て
図
書
館
を

復
活
さ
せ
ま
す
。（
関
沢
家
文
書
参
照
） 

 

こ
う
し
て
昭
和
二
十
三
年
、
所
沢
青

年
団
に
図
書
館
が
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
に
は
青
年
団
が
解

散
、
四
月
以
降
は
市
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
、
有
志
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
八
年
、
市
内
の
青
年
数
十

名
が
集
ま
り
、
所
沢
青
年
文
化
懇
談
会

が
発
足
し
ま
す
。
当
時
の
青
年
た
ち
の

間
に
拡
が
る
沈
滞
し
た
空
気
を
払
拭
し
、

所
沢
市
の
文
化
活
動
の
発
展
の
た
め
に
、

動
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
趣
旨
で
、

図
書
館
の
運
営
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 

発
足
に
際
し
て
の
趣
意
書
に
は
、

「
市
に
図
書
館
や
公
民
館
の
で
き
る
素

地
を
つ
く
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

と
の
力
強
い
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。（
『
所
沢
市
史
現
代
資
料
』
一
三
四

頁
参
照
） 

 
昭
和
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日
の

「
所
沢
民
報
」
に
は
、「
公
民
館
と
図
書

館
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
市
内
の
青
年
た

ち
で
運
動
が
進
め
ら
れ
、
陳
情
書
と
二

〇
一
八
名
分
の
署
名
が
市
役
所
に
提
出

さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
市
民
の
声
を
受
け
て
か
、

同
年
七
月
二
〇
日
号
の
「
所
沢
市
報
」

（
現
・
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
）
で
は
、
図

書
館
、
産
業
館
を
兼
ね
た
「
所
沢
会
館
」

建
設
構
想
を
、
当
時
の
内
田
市
長
が
市

議
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
「
所
沢

会
館
」
は
、
十
六
年
後
の
昭
和
四
十
五

年
に
「
所
沢
文
化
会
館
」
と
し
て
建
設

さ
れ
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
年
に
は
蔵
書
一
、
七
八
二

冊
に
な
り
、
青
年
団
の
頃
か
ら
続
い
て

い
る
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

団
体
へ
の
移
動
貸
出
も
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
一
年
八
月
一
日
付
で
制
定

さ
れ
た
「
所
沢
図
書
館
管
理
規
定
」
に

よ
る
と
、
本
館
運
営
事
務
室
を
市
内
寿

町
一
二
七
番
地
所
沢
図
書
館
内
に
置
く

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
埼
玉
県

立
川
越
高
等
学
校
定
時
制
所
沢
分
校

（
昭
和
四
十
一
年
か
ら
は
、
埼
玉
県
立

所
沢
高
等
学
校
定
時
制
）
内
で
し
た
。 

 

昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
一
年
頃
の

「
日
刊
新
民
報
」
の
記
事
を
み
る
と
、

定
時
制
高
校
の
古
い
講
堂
に
あ
る
図
書

館
は
、
運
営
委
員
の
青
年
た
ち
の
、
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
と
、
献
身
的
な
活
動
に 

図書数 開館日数 閲覧人員
大正15年 1435 320 660
昭和2年 2470 304 2850
昭和3年 1756 310 1749
昭和5年 1848 310 1893
昭和6年 1873 220 1120
昭和7年 1720 186 1116
昭和8年 1042 248 1240
昭和9年 1321 237 1921
昭和10年 1345 179 1710
昭和11年 1402 263 2152
昭和12年 1474 250 2733
昭和13年 1504 250 1728
昭和14年 2960 280 4210
昭和15年 1660 285 921
昭和16年 1960 285 923

（所沢市事務報告書１所沢町編より） 
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よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
記
事

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
の
読
売
新
聞

全
国
版
婦
人
欄
に
は
、
地
方
図
書
館
の

お
手
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
新
聞
記
事
は
、
図
書
館
の
読
売
新
聞

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。） 

               

ま
た
、
そ
れ
ま
で
数
万
円
で
あ
っ
た

市
か
ら
の
補
助
も
、
昭
和
三
十
二
年
度

に
は
、
図
書
購
入
費
等
十
四
万
円
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
昭
和
三
十
一
年
当
時
の
図
書
館
管

理
規
則
は
、
『
所
沢
市
史
現
代
資
料
』 

一
四
〇
頁
参
照
） 

昭
和
三
十
二
年
六
月
に
は
、
図
書
館

と
運
営
委
員
の
青
年
た
ち
の
努
力
を
紹

介
し
た
テ
レ
ビ
放
映
も
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
地
元
の
青
年
た
ち
に
守
ら

れ
て
き
た
図
書
館
も
、
昭
和
三
十
年
代

終
わ
り
に
や
っ
と
正
式
な
公
共
施
設
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
八
年
三
月
、
所
沢
小
学
校

正
門
前
の
旧
実
科
高
等
女
学
校
の
一
部

を
使
用
し
て
、
所
沢
市
立
所
沢
図
書
館

創
立
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
四
日
、

現
在
の
所
沢
市
立
所
沢
図
書
館
が
開
館

し
ま
し
た
。 

 

開
館
当
時
の
職
員
の
記
録
『
二
千
冊

か
ら
の
図
書
館
』
に
よ
る
と
、
開
館
前
、

旧
図
書
館
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
込
ま

れ
た
蔵
書
は
二
千
冊
余
り
、
青
年
団
の

方
々
と
夜
遅
く
ま
で
荷
受
け
し
た
こ
と
、

開
館
に
あ
た
っ
て
新
刊
図
書
二
千
冊
を

購
入
し
、
そ
れ
ら
の
分
類
・
整
理
に
追

わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
九
年
の
閲
覧
規
程
に
は
、

図
書
の
館
外
利
用
に
つ
い
て
、
「
年
令

十
二
才
以
上
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
個
人
の
貸
出
は
一
人
一
冊
、

期
間
は
一
週
間
以
内
、
市
内
の
団
体
に

は
、
巡
回
文
庫
と
し
て
一
団
体
三
〇
冊

ま
で
、
一
ケ
月
以
内
の
貸
出
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
。 

                  

写
真
は
、
当
時
の
所
沢
市
立
所
沢
図

書
館
で
す
。
（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
ふ
る
さ
と
研
究
エ
リ
ア
所
蔵
） 

 

さ
あ
、
新
し
い
図
書
館
の
幕
開
け
で

す
。
こ
の
続
き
は
、
次
号
で
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。 

  

                            

  

《
参
考
資
料
》 

『
所
沢
市
史
―
近
代
資
料Ⅱ

』 

 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

『
所
沢
市
史
―
現
代
資
料
』 

 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

『
所
沢
市
史
』
下
巻 

 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

『
所
沢
小
学
校
百
年
史
』 

 
 

所
小
百
年
史
編
集
委
員
会
発
行 

『
所
沢
高
校
百
年
の
歩
み
』 

『
所
澤
高
校
百
周
年
記
念
誌
』 

 
 

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校 

 
 
 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業 

推
進
委
員
会
発
行 

『
所
沢
市
事
務
報
告
書
１
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
沢
町
編 

『
所
沢
町
郷
土
史
』 

 
 
 
 

所
沢
市
史
編
さ
ん
室
発
行 

『
所
澤
町
勢
要
覧
』 

 
 
 
 
 
 
 

所
澤
町
役
場
発
行 

『
所
沢
市
立
図
書
館 関

係
記
事
資
料
』 

『
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ 

―
総
集
版
第
１
集
―
』 

『
二
千
冊
か
ら
の
図
書
館
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
田
久
三
著 

『
所
沢
図
書
館
の
建
設
』 

所
沢
市
立
所
沢
図
書
館 

「
斎
藤
武
司
家
文
書
」
「
関
沢
家
文

書
」
は
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
研
究
エ
リ
ア
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。 



－5－ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

調
べ
物
を
し
た
い
と
き
、
あ
な
た

は
何
を
使
い
ま
す
か
？ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
昨
今
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
検
索
キ
ー
が
ヒ
ッ
ト
す
れ
ば
欲
し

い
情
報
が
す
ぐ
手
に
入
り
、
動
画
や
写

真
も
見
る
こ
と
が
で
き
便
利
で
す
ね
。

で
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
物
足
り
な

い
、
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
た
い
と
い
う

と
き
は
、
や
は
り
本
や
新
聞
縮
刷
版
な

ど
の
紙
ベ
ー
ス
の
資
料
が
お
薦
め
で
す
。 

し
か
し
、
ど
の
本
を
調
べ
た
ら
よ
い

か
、
ど
う
や
っ
て
調
べ
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
見
当
が
つ
か
な
い
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
ん
な
と
き
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
代
表
的
な
資
料
や
周
辺
の
資
料
、

参
考
サ
イ
ト
な
ど
の
情
報
収
集
方
法
を

ま
と
め
た
も
の
が
あ
れ
ば
便
利
で
す
ね
。 

 

こ
の
よ
う
な
調
べ
物
の
お
手
伝
い
を

す
る
手
引
き
を
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
―
小
道
―
を

Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
―
見
つ
け
る
も
の
―
と

い
う
意
味
で
「
道
し
る
べ
」
と
も
い
わ 

れ
て
い
ま
す
。 

所
沢
図
書
館
で
は
、
本
館
参
考
室
を

中
心
に
、 

み
な
さ
ま
の
調
べ
物
の 

ツ
ー
ル
と
し
て
の
パ
ス 

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

本
を
借
り
る
だ
け
で
な
く
、
調
べ
物

の
奥
義
を
身
に
つ
け
て
図
書
館
の
資
料

を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
地
元
の

名
産
・
狭
山
茶
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め

の
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

☆ 

狭
山
茶
に
つ
い
て 

☆ 

『
所
沢
の
狭
山
茶
』 

所
沢
市
農
政
課 

平
成
二
十
二
年 

刊 

 

歴
史
・
製
造
方
法
・
効
用
と
美
味
し

い
入
れ
方
ま
で
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。 

 

『
狭
山
茶
の
歴
史
と
現
在
』 

―
ア
リ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９ 

特
別
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
― 

 

入
間
間
市
立
博
物
館
編
集 

発
行 

平
成
二
十
一
年 

 

刊 
 

入
間
市
立
博
物
館
が
平
成
二
十
一
年

開
催
し
た
、
特
別
展
の
展
示
解
説
書
。

日
本
茶
や
狭
山
茶
の
起
源
と
歩
み
、
産

地
の
特
徴
や
製
茶
の
工
程
、
現
状
な
ど

を
写
真
や
図
録
で
紹
介
。 

『
狭
山
茶
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』 

太
田
義
十
著 

狭
山
茶
倶
楽
部 

発
行 

 

昭
和
六
〇
年 

刊 

 

埼
玉
県
茶
業
研
究
所
や
狭
山
茶
農
業

協
同
組
合
の
仕
事
を
通
じ
、
茶
業
農
家

の
育
成
や
品
種
改
良
な
ど
狭
山
茶
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
先
駆
者
た
ち
の
記
録
。 

 『
所
沢
の
民
具
２ 

―
所
沢
市
史
調
査
資
料
別
集 

』 

所
沢
市
史
編
纂
室
編
集 

平
成
六
年 

刊 

 

所
沢
市
の
茶
作
り
の
行
程
と
用
具
が
、

写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

『「
狭
山
茶
の
生
産
用
具
」
報
告
書
』 

入
間
博
物
館
編
集 

発
行 

平
成
二
十
一
年 

 

刊 

 

平
成
十
九
年
入
間
市
立
博
物
館
所
蔵

の
狭
山
茶
の
生
産
用
具
が
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
作

成
さ
れ
た
冊
子
。 

 

『
狭
山
茶
備
忘
雑
記
』 

塩
原
昌
昭
執
筆 

武
蔵
村
山
郷
土
の
会 

平
成
六
年 

 

刊 

狭
山
茶
に
ま
つ
わ
る
石
碑
を
、
訓
読

文
と
と
も
に
収
録
。
入
間
市
宮
寺
出
雲

祝
神
社
の
碑
文
に
「
多
摩
・
入
間
二
郡

に
跨
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
瑞
穂
町
、

武
蔵
村
山
市
も
茶
業
は
盛
ん
で
あ
る
。 

『
茶
大
百
科
』
１
・
２ 

農
山
漁
村
文
化
協
会 

平
成
二
十
年
発
行 

 

歴
史
か
ら
品
質
、
機
能
性
、
栽
培
、 

製
茶
ま
で
網
羅
し
た
茶
の
総
合
書
。 

 

『
日
本
茶
め
ぐ
り
』 

 
 
 
 

辻
良
平
・
大
西
剛
著 

Ｊ
Ｔ
Ｂ 

平
成
十
四
年 

刊 
 

 

種
類
や
入
れ
方
、
効
能
と
料
理
、
産

地
ま
で
、
日
本
茶
の
基
本
が
わ
か
る
本
。 

 

『
日
本
茶
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
』 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

協
会
企
画
・
編
集 

日
本
茶
検
定
委
員
会
監
修 

農
文
協 

平
成
二
十
年 

刊 
 

 
 『

完
全
版
日
本
の
民
謡
』
第 

巻 
 
 

日
本
音
声
保
存 

平
成
二
十
一
年 

発
行 

「
狭
山
茶
作
り
唄
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｄ
。 

           

 
 

  お茶に関するホームページ 

所沢市茶業協会 

http://tokocha.com 

埼玉県茶業協会 

http://www.cnet-sc.ne.jp/sym-cha 

社団法人日本茶業中央会 

http://www.nihon-cha.or.jp/event.html 

 

〈K619 ｵ〉 
〈K619 ｲ〉 〈K382 ﾄ 2〉 〈K619 ｻ〉 

〈K619 ﾄ〉 

〈K619 ﾂ〉 〈619.8 ﾆ〉 〈R617.4 ﾁ〉 

〈K619 ｲ〉 

〈B2 ｶ〉 

10 

17 



－6－ 

・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 

                             

                              

                              

                              

新所沢分館【基本情報】 

〒359－1111  緑町１－８－３ 

TEL04(2929)1905   FAX04(2929)1906 

新所沢駅西口より徒歩８分 

新所沢郵便局西側、緑町中央公園北側 

開館時間 土・日・祝日 9：30～17：00 

火～金    9：30～21：00 

 

入り口にやって来ました。 

みどり児童館の２階になるんだね。 

ぼくは図書館のマスコット

の「トベア」です。 

毎回、分館を訪問して楽しい

レポートをお届けしま～す。 

いつも笑顔の新所沢分館

スタッフです。 

よろしくお願いします。 

こども用の 

読書コーナー 

にんじん型の 

テーブルだよ！ 

子どもたちに書いてもらった

おすすめ本をリストにして

「トベアぼっくす」に入れて

あるよ。ぜひ見てくださいね。 

質問コーナー

もあるよ。 

みなさんの 

質問にお答え

しています。 

西向きに並んだ読書スペース 

たくさんの人が利用できます。 

インターネットができる

パソコンが３台あるよ。 

満席の時は予約できます。 

館長さん、 

こんにちは！ 

トベアくん、 

いらっしゃい！ 

ようこそ新所沢分館へ 

 

雑誌がいっぱい並んで

いるコーナーです。 

向こうの本棚には、 

大人の本もあるよ。 
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星
空
の
宅
配
便
～
図
書
館
に
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
が
や
っ
て
く
る
！ 

夏
休
み
、
所
沢
分
館
で
ド
ー
ム
型
専
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
星
空
を
見
ま
せ
ん
か
？ 

８
月
18
日
（
土
）
１
階
多
目
的
会
議
室 

13
時
・
14
時
・
15
時
の
３
回
公
演
。 

（
演
目
内
容
は
全
て
同
じ
で
す
。） 

定
員
各
回
30
名
８
月
１
日
よ
り
所
沢
分

館
カ
ウ
ン
タ
ー
＆
電
話
に
て
受
付
開
始 

ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

緑
に
囲
ま
れ
た
椿
峰
分
館
。 

大
き
な
窓
か
ら
隣
の
公
園
の
木
々
が
一

面
に
見
え
、
窓
を
開
け
る
と
カ
ッ
コ
ウ
な

ど
の
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

そ
ん
な
椿
峰
分
館
の
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー

は
、
園
芸
や
植
物
の
本
を
集
め
た
「
緑
の

コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。 

他
に
も
、
椿
峰
建
設
の
際
に
発
掘
さ
れ
た

土
器
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
一
度
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

 

季
節
や
話
題
に
先
が
け
た
特
集
や
週
替

わ
り
「
今
日
は
何
の
日
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど

お
役
立
ち
情
報
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
お
子
さ
ま
向
け
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
！ 

毎
週
土
曜
10
時
半
か
ら

お
は
な
し
会
、
毎
月
第
１
金
曜
10
時
半
か

ら
親
子
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

特
別
イ
ベ
ン
ト
７
月
28
日
（
土
）
は
「
ぬ

い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
」
、
８
月
12
日

（
日
）
は
「
夏
休
み
工
作
会
」
を
開
催
。 

富
岡
分
館
は
オ
オ
タ
カ
の
森
や
三
富
地

区
が
近
在
す
る
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り

ま
す
。
併
設
の
公
民
館
駐
車
場
で
は
、
ツ

バ
メ
の
雛
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。 

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
お
は
な
し

会
、
隔
月
第
２
水
曜
日
に
は
、
親
子
お
は

な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
の
本
の
展
示
も
楽

し
め
ま
す
。
自
然
散
策
の
折
に
は
、
図
書

館
に
も
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 

ズ
バ
リ
、
今
年
の
夏
は
吾
妻
で
決
ま
り

で
し
ょ
う
！ 

８
月
の
一
ヶ
月
を
使
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
開
催
で
「
納
涼
映
画

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
人
気
作
・
名

作
を
中
心
に
上
映
予
定
で
す
。 

場
所
は
１
階
ホ
ー
ル
、日
時
は
１
日（
水
）、

10
日
（
金
）、
21
日
（
火
）、
３０
日
（
木
）

の
14
時
か
ら
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
図
書
館
で
幅
広

い
年
齢
層
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
け
る
図
書
館
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
毎
週
土
曜
日
の
恒
例

お
は
な
し
会
の
ほ
か
、
７
月
21
日
（
土
）

に
は
工
作
会
＆
お
は
な
し
会
、
８
月
２
日

（
木
）
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
が
あ

り
ま
す
。
明
る
い
笑
顔
の
ス
タ
ッ
フ
が
皆

様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

当
館
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
に
開
館

し
た
新
し
い
図
書
館
で
、
新
所
沢
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
と
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
月
第
２
金
曜
日
に
親
子
お
話

し
会
、
第
３
土
曜
日
に
お
話
し
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
８
月
２
日
（
木
）
と
26
日(

日)

に
は
、
科
学
あ
そ
び
「
坂
を
コ
ロ
コ
ロ
大

実
験
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
趣
向

を
凝
ら
し
た
本
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

夏
休
み
！
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い 

松
井
小
学
校
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
に

た
の
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

◎
夏
休
み
！
毎
日
が
工
作
教
室 

７
月
31
日
～
８
月
26
日 

◎
こ
わ
い
お
は
な
し
会 

◎
図
書
館
で
調
べ
る
自
由
研
究
ガ
イ
ド 

◎
夏
休
み
館
長
あ
れ
こ
れ
ク
イ
ズ 

詳
し
い
内
容
は
、
松
井
小
学
校
図
書
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

所

沢

分

館 

狭

山

ヶ

丘

分

館 

椿 

峰 

分 

館 

富

岡

分

館 

 

吾

妻

分

館 

柳

瀬

分

館 

新

所

沢

分

館 

松

井

小

学

校

図

書

館 

あ
な
た
の
街
の
図
書
館
か
ら 

～
市
内
７
館
の
分
館
と
１
校
の
小
学
校
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
～ 
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も
う
す
ぐ
本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す

ね
！
夏
休
み
に
旅
行
の
計
画
な
ど
を
立

て
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
図
書
館
で
は
、
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
利
用
が
非
常
に
多
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
も
の
は
予
約
が
多
数
入
り
、

５
年
以
上
前
の
版
が
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
皆
様
が
ご
不
要
に
な
っ

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
寄
贈
を
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
各
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

太
陽
が
眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

日
差
し
が
和
ら
い
だ
夕
方
に
お
出
か
け

す
る
方
も
、
日
中
は
多
忙
で
な
か
な
か

図
書
館
に
行
く
機
会
の
無
い
方
も
、
夜

間
開
館
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

本
館
…
火
曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
開

館
（
７
～
９
月
は
午
後
８
時
ま
で
・
休

館
日
は
除
く
）。 

所
沢
分
館
…
火
～
金
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
開
館
（
休
館
日
は
除
く
）。 

新
所
沢
分
館
…
火
～
金
曜
日
は
午
後

９
時
ま
で
開
館
（
休
館
日
は
除
く
）。 

※
そ
の
他
の
分
館
は
午
後
５
時
ま
で
の

開
館
と
な
り
ま
す
。 

  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◆
金
環
日
食
も
金
星
の
太
陽
面
通
過
も

見
ら
れ
ず
に
残
念
。
次
回
ま
で
生
き
の 

び
る
ぞ
！
（
Ａ
） 

◆
曾
祖
父
が
尽
力
し
て
作
っ
た
図
書
館

に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。（
Ｋ
） 

◆
十
数
年
を
経
て
図
書
館
に
異
動
。
そ

の
変
化
に
び
っ
く
り
。
で
も
懐
か
し
い

お
顔
が
ち
ら
ほ
ら
。（
Ｔ
） 

◆
定
年
を
間
近
に
本
館
に
。「
い
ず
み
」

を
復
刊
で
き
嬉
し
い
限
り
で
す
。
（М

） 

◆
季
節
の
変
わ
り
目
。
皆
様
、
体
調
に

は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。（
Ｑ
） 
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新館長あいさつ 前館長あいさつ 

2012 年 7月 15日発行 復刊いずみ１号（通巻79号） 

編 
 

集 
 

後 
 

記 

★

夜
間
開
館
の
お
知
ら
せ
★ 

寄
贈
の
お
願
い 

人
生
に
は
、
や
は
り
思
い
も

寄
ら
ぬ
事
が
起
こ
る
も
の
で
、

こ
の
四
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
高
齢
者
支
援
課
長
か
ら
、

ま
さ
か
の
所
沢
図
書
館
長
に
転

任
い
た
し
ま
し
た
仲
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
私

が
館
長
と
い
う
こ
と
で
、
周
囲

か
ら
も
訝
し
が
ら
れ
ま
し
た

が
、
実
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
本 

は
大
好
き
で
し
た
。
ま
だ
小
学
校
低
学

年
の
時
分
、
毎
週
土
曜
日
の
放
課
後
に

な
り
ま
す
と
、
学
校
図
書
館
か
ら
本
を

借
り
、
家
に
帰
っ
て
お
昼
ご
飯
を
食

べ
、
縁
側
に
寝
転
ん
で
本
を
読
む
、
そ

の
内
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
き
て
…
ま

さ
に
極
楽
、
至
福
の
ひ
と
時
で
し
た
。

こ
の
拙
文
を
お
読
み
の
皆
様
に
も
、
本

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
想
い
出
が
お
有

り
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
折
々
、
本
は
心

の
糧
に
も
支
え
に
も
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を
多

い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

「
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
速
さ
で
進

む
…
」 

 

私
の
在
籍
し
た
７
年
は
、
矢

の
よ
う
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

皆
様
の
お
役
に
立
つ
図
書
館
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
所
沢

図
書
館
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

前館長 

斎藤
さいとう

 雅
まさ

裕
ひろ

 
(現･教育総務部次長) 

新館長 

仲
なか

 法
のり

寛
ひろ

 


